
第2回
2 n d  M o t o s u m i y o s h i  M u s i c  F e s t i v a l

出演者募集
L o o k i n g  f o r  P e r f o r m e r s !
国籍・プロ・アマチュア問いません。

ジャンル不問.
和太鼓・大音量のドラム（ヘビーメタルやハードロックなど）は不可。

2020年4月10日(金)のリハーサルに参加可能な方。

元住吉、最大の音楽祭。
2020年4月11日（土）
川崎市国際交流センター・ホール
Moto s um i y o s h i ,  t h e  b i g g e s t  m u s i c  f e s t i v a l .

A p r i l  1 1 ,  2 0 2 0  ( S a t )
K awa s a k i  I n t e r n a t i o n a l  C e n t e r  /  H a l l

主　　催： 音楽好きな友の会／MMF実行委員会／motton club
特別後援： （公財）川崎市国際交流協会
後　　援： 音楽のまち・かわさき推進協議会
　　　  （公財）川崎市生涯学習財団
　　　  （公財）かわさき市民活動センター
　　　  （公財）現代人形劇センター／人形劇団ひとみ座
　　　   （株）タウンニュース社
　　　  かわさきFM（79.1MHz）

★募集
締め切

り★

2019
年

12月3
1日

参加希望者は、MMF公式ウェブサイトへ→
運営ボランティアスタッフ同時募集

mottonclub.com

[プロフィール]
「愛とふるさと」をテーマに、童謡、クラシック、昭和歌謡等、
日本の曲のみならず、心に響く懐かしいメロディを
ギターアレンジで選曲します。
老人会や各施設、市民祭り等、積極的に出演中。

HARU
●表紙：ハル （トランペット）坂井 晴（さかい はる）2005年11月
4日生まれ（13歳）、出身地：東京。　近所の公園でおじさんが吹
いているトランペットに興味を持ち小学校入学と同時に始める。
当時、父が知っているトランペッターがマイルス・デイビスしかい
なかったため、最初に与えられた教材がマイルスのCDボックス
セットだった。 以来ひたすらマイルスのコピーに励む。Jazzに精通
したピアノの先生とセッションをしたり、先生の知り合いのjazz 
culbにも通いも始める。そこで出会った多くのプロのミュージ
シャンとの共演や自身のバンドでライブ経験を積む。この夏は
ジャズトランペッターの最高峰、日野皓正氏との共演も実現した。

●お問い合わせ
川崎市国際交流センター
TEL 044-435-7000
FAX 044-435-7010
E-mail:kiankawasaki@kian.or.jp
川崎市中原区木月祇園町2-2
元住吉駅から徒歩10分

川崎市国際交流センター

●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団
総務室企画情報係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5811
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28-41

川崎市生涯学習プラザ  １階ロビー

Friends who l ike the music of Motosumiyoshi

11 月号
November

2019

音友レコード倶楽部
11月 3日（日）13：30～
元住吉駅側「音友ハウス」
Light Musc
軽音楽ファンの集い

ランチタイム
ロビーコンサート
後藤いちご～歌とギターの調べ～

11月21日（木）12：10～
川崎市生涯学習プラザ・ロビー

音友レコード倶楽部
11月17日（日）13：30～
元住吉駅側「音友ハウス」
JAZZ
ジャズファンの集い
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音楽の旅は続く連載02 ジャズボーカリスト

星乃けい

※「非通知設定」には対応不可。

「音友会」の活動拠点は「音友ハウス」です。
元住吉駅 西口徒歩1分、
フルーツショップ「フルッチョ」2Ｆ。
中原区木月1-35-1 フルッチョビル2F
●レコード倶楽部、コンサートの問い合わせ

　1974年春、ギターを抱えて運
良くポプコン九州大会で賞を貰っ
た！ 嬉しかったけど、だんだん青ざ
めてしまいました。というのも受賞
したのは初めて作った曲だから他
の曲はナイ！急いで完成度の高い
曲を作る力量もナイ！ だってそれま
でにやってたことと言えば、洋楽の
歌本のコードをポロンと鳴らしては
「綺麗な響き～」って遊んでいただ
け。少しは勉強すれば良かった。何
もできないのにいろんな出演依頼
が舞い込むようになってしまいまし
た。悩んでいる暇もないし、何と
言っても「唄ってギャラが貰える！凄
い！」という訳で必死に３曲の駄曲
を作りステージに立ちました。当時
はどこでどんなコンサートをやって
も満員御礼。テレビ、ラジオ、レコー
ド、あるいはコンサートに足を運ば
なければ音楽は聴けませんでし
た。コンサート会場はいつも「楽し
みに来た！精一杯やってくれ！」みた
いな熱気に溢れ、出演者も観客も
最高の時間を過ごしました。おそら
く音楽的なテクニックは今のほう
が優れていると思いますが、あの
時代の音楽を通したみんなの魂の
繋がりみたいな…共有かな？上手

く言葉にならないけど、そういうと
ころは素晴らしかった。当時の私は
１６歳、女の子のギター弾き語りは
他にいなかったし、賞を貰った曲は
ちょっと目立つ曲だったので出演
依頼が来てたみたいです。その曲
は「朝」朝野葉子（芸名）。内容は
「朝の雨が優しく降り続く、冷めた
ベッドには美しい獣が横たわって
る、そろそろ制服を着て学校に行
かなければ…」って感じ。等身大の
ような微妙なテーマでした。実際に
は門限は夜の8時ちょうど、外泊な
どあり得ない家庭で育ちましたが。
ある日、九州のラジオ局の「鬼の○
○さん」と呼ばれていたプロデュー
サーから連絡が入り、ラジオ公開
生放送の仕事を請けました。そして
めちゃくちゃに怒られました。何
がってギターです、ギター！1万円と
いう超安値で買った私のギターは
「ギブソンハミングバード」もどき！
直前にチューニングをしても本番
では完全に狂っているのです。昔
は音叉（おんさ）を使ってGの音を
捕まえて他の弦を合わせていくと
いう、耳が頼りのチューニング方法
しかありませんでした。生放送は
CMに合わせてタイトな時間割なの

で、本番スタートしたら再チューニ
ングは不可。音の合っていないギ
ターで心折れながら唄う私。番組
終了後に血圧２５０位の勢いでそ
のプロデューサーに怒られた！ 怖
かった～。良いギターが欲しいと心
底思いました。と同時にそれ以降
は音程に神経質なくらい敏感にな
り、じっくり音を聴くようになりまし
た。今でも自分の唄のピッチが甘
かった時は「悔し～」と心で泣いて
いますがプロですから～顔には出
さないよん。音楽をやる人は自分の
出す音に責任を持たなきゃいけな
い…鬼さんが教えてくれたことは
一生の宝物になりました。神様だっ
たんだね。（つづく）

第82回 ランチタイム・ロビーコンサート
どなたでも気軽に音楽を楽しめるアットホームなコンサート
日時：11月21日（木）
12:00開場／12:10開演／12：40終演予定
料金：無料
後藤いちご～歌とギターの調べ～
[出　演]
ソプラノ独唱：後藤ちか子
ギター伴奏  ：小倉昌浩

[曲目]
Ave Maria、
月の沙漠、
津軽のふるさと、
X'masソング、
ふるさと

2005年12月14日、ジャズシンガーとして待望の
リーダーアルバム｢NEARNESS OF YOU/星乃けい｣、
2006年12月20日｢IN A SENTIMENTAL MOOD/
星乃けい｣をリリース。ジャズファン、ジャズメン、オーデ
ィオファンから高く評価支持される

Kei Hoshino

鬼のプロデューサーは神様だった・・・ 国際文化理解講座「タイの舞踊と歌」
●日時：11月16日（土）、11月30日（土）、12月7日（土） （全3回）
　　　 13：30～15：00

●講師：秋元加代子（秋元加代子タイ舞踊団）
　　　  アドゥン（タイ出身／作曲演奏家、タイ語教師）
●参加費：1,650円（税込み・全3回）
●定員：20名（要申込、先着順）
●申込方法：ＨＰ申込フォーム、電話、ＦＡＸ、直接来館

タイの舞踊や音楽、歌や言葉を通してタイの文化を学びましょう！

ユキ・アリマサ（ピアノ）お申し込みは→
デニス・フレーゼ
（ドラムス）原 朋直（トランペット）

はら ともなお

Dream live 2019
11月30日（土）14：30～
川崎市国際興隆センター
島倉 学
ミュージックスクール

①参加対象：国籍・プロ・アマチュア不問。ジャンル不問。ただし和太
鼓・大音量のドラム（ヘビーメタルやハードロックなど）はホールの
環境上不可。2020年4月10日(金)のリハーサルに参加可能な方。
②演奏時間：25分 （転換別）
③参加費：1名につき1000円。グループ・団体の場合も1名1000
円です。（参加費は2020年初旬に行う参加者説明会で支払い願
います。参加費の返金は出来ません。また、その他の参加に関する
諸費用交通費、運搬費、食事など）は各参加者の負担となります。）
④応募方法：メールおよび郵送両者とも、氏名、 団体名、電話、住所
などと演奏内容がわかる音源（MP3やYouTubeなどのリンクでも
構いません）と、プロフィール、活動内容、Webサイト・SNSのリンク
があれば記入のうえ郵送、またはメールはmottonclub.com

のTOPフォームよりお送りください。
●郵送先：〒211-0025 川崎市中原区木月1-32-303 RK-F 
MOTTON CLUB内　元住吉ミュージックフェスティバル実行委員会事務局
●お問合せ：info＠mottonclub.com
⑤参加者決定：実行委員会で選考の上、応募者多数の場合は抽選
により決定。2020年1月31日(金)までに通知致します。
※未成年の方は、夜遅い時間の活動を制限させていただきます。ま
た、保護者の同意が必要となります。
※個人情報は当実行委員会で厳重に管理し、主催する音楽好きな
友の会／MottonClub開催の事業活動以外の目的には一切使用
しません。

第2回 元住吉ミュージック・フェスティバル出演者募集要項★募集締め切り：2019年12月31日（火）

中面に募集要項

音楽好きな友の会（音友会）主催の
「第2回 元住吉ミュージック・フェスティバル」が
2020年4月11日（土）と決定。
出演者はもとより、一緒に音楽祭の運営をお手伝いしていただける
ボランティアスタッフを募集しています。音楽好きなら年齢も問いません。

できる仕事をお手伝いください。
・チラシの配布
・当日の受付
・当日のスタッフと出演者の連絡
・当日のスタッフのアシスト
などなど・・・



ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School

http://souleave-music.com/
元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
AM8:00／PM22:00start

松波陽介私とジャズ連載38 長谷部　徹４ビートに首ったけ連載35

牧野 ケント「くじら座」日記連載38

2019年9月音友会の報告

11月の「軽音楽」ファンの集い

11月3日（日）13：30～
音友ハウス

11月の「ジャズ」ファンの集い

11月17日（日）13：30～
音友ハウス

　百円玉の大きさを紙に書いてみて
欲しい。
　記憶と想像を働かせながら、丸を描
いてみる。
　しかし、どうも違う気がする。
　もう一度、描き直してみる。
　それでもまだ、どこか違うような気
がする。
　3回目に描いてみて、ようやく同じよ
うな形になったような気がした。
　ここで初めて実際に百円玉を取り
出し、3回目の円に乗せ、実物と照らし
合わせてみる。
　すると、意外なことが起こった。何度
も書き直したはずなのに、依然として、
僕が描いた円の方が本物よりずっと
小さかった。
　人は、普段から見慣れているはずの
ものを、実態より小さく描いてしまう。

そして、それは周囲の人間関係にも当
てはまることだ。
　自分が思っているより、それぞれの
人が抱えている悩みは大きい。仲が良
く、性格をよく知っている友達でも、そ
れぞれが抱える悩みの実態は、自分が
思っているよりも深刻なものかもしれ
ない。たった一度相談に乗ったくらい
では、本当の状態を理解することはで
きない。何回も描いてみてやっと、そ
の実態を飲み込めるものだ。
　人は経験からでしか、言葉に説得力
を持たせることができない。本で見つ
けた言葉は、決して自分の言葉ではな
い。伝わる言葉を投げ掛けるには、多
くの経験を積んでいくしかない。
　シンガーソングライターとは、文字
どおり、歌を書く人のことである。どの
ような生き方をし、どのような考え方を

してきたのか、そのすべてが如実に歌
詞に出るものだ。自分の想いをそこに
記したところで、たかだか一人の人生
が投影されるだけかもしれない。しか
し、それは、思わぬ形で他者に影響を
与えられるものになる。歌というもの
は、まさに、つくった人間が思っている
よりも、歌っていくことでずっと大きく
なっていくものだから。
　もう一度、百円玉を描いてみる。
　実物と照らし合わせてみると、案の
定、まだ少し小さかった。世の中、やは
りそう簡単にはいかないものらしい。
　だから面白い。

　お世話になっております。
　今月もまたギターを始めたばかりの
方にお勧めなギター小ネタをソウリー
ヴ・ミュージック・スクール永瀬がお送
りいたします。
　今回もセッションネタの続きをご紹
介。下の譜例は前回に続き今回もブ
ルースアドリブネタでございます。
　前回の譜例を見ていただいた方は
お気づきかもしれませんが、あまりフ
レーズ自体変わっておりません。
　何が変わっているかといいますと、
「着地音」ですね。
　今回のフレーズの「着地音」が全て
バックのコードのルートに着地してい
て、ソロだけ抜き出してもコード感が

出るようになっています。
　こんな感じでコード進行

にシンクロさせたフレーズを作るとい
うのも一つの作戦ですね。

　というわけで今回はここまで。
　また次回さらに突っ込んでいきたい
と思います！ 

　久方ぶりに雨のない日曜日、あっと
いう間に今年も９月へ突入です。本日
のＤＪタイムはカントリー・ロックでヒッ
トしたグループの１つであるロギンス＆
メッシーナのセカンドアルバムの
「Loggins &Messina」（写真①）のＬ
Ｐを全曲聴きました
　映画「フットルース」や「トップ・ガン」
などのテーマ曲で一躍有名になったケ
ニー・ロギンス。 彼が昔、バッファロー・
スプリング・フィルードやポコなどのカ
ントリー・ロック・グループに在籍して
いたジム・メッシーナと共に結成したグ
ループです。元々はケニーのアルバム
をジムがプロデュースする事で始まり
ましたが、ジムがケニーの才能にほれ
込み、 結果的にロック・グループを結
成するに至りました。 このセカンド・ア
ルバムは「ママはダンスを踊らない」の

ヒット曲を含む名曲が連なる傑作アル
バムです。 ４人の不動のバック・メン
バーおよびマイケル・オマーティアン、
ミルト・ホーランドなどのサポート・メン
バーにより ロックンロール、重厚なス
ワンプロックなどを含む素晴らしい演
奏が繰り広げられ、特に７分４６秒にも
亘るラスト・ナンバー“Angry Eyes”
は サックスやフルートのアドリブ部分
も含め、圧巻でした。
　持ち寄りタイムではクラシック・ピア
ニストであるニコライ・カプスチンの「８
Concert Etudes」（写真②）よりジャ
ズ寄りのアプローチ曲 “8つの演奏会
用エチュード 作品407間奏曲”、アン・
ルイスが英語で歌う「Cheek II」（写真
③）より“Dreams（邦題：夢で逢えた
ら）”、 元シュガー・ベイブの大貫妙子
の「Library」（写真④）より“あなたを

思うと”、この原曲“祇園の恋”（大貫妙
子のバック・メンバー小倉和弘が山弦
時代に作曲）、 イーディ・ゴーメのボ
サ・ノヴァ・アルバム「Blame It On 
Bossa Nova」（写真⑤）よりタバコの
CMで使用されていた名曲“The Gift
“等を聴きました。 この中で特に“夢で
逢えたら”は私が最も好きな曲の１つで
日本屈指のメロデイ・メーカー大滝詠
一がアン・ルイスの為に作った曲との
事です。大滝が尊敬するフイル・スペク
ター・サウンドの影響を受けたもので吉
田美奈子、シリア・ポール（深夜放送
「ザ・パンチ・パンチ」のDJの一人オ
リーブ）、 ラッツ＆スターなど多くの人
がこの曲を取り上げ歌っています。 今
回もクラシックやＪポップなど幅広い
ジャンルが聴け、有意義な１日でした。                   
（フレドリック・ジョーンズ記）

・みなさんは自分の趣味について聞か
れたら何と答えるでしょうか？趣味とい
えば音楽鑑賞とか、読書とか、映画鑑
賞とか、登山（？）とか色々とあると思い
ますが…。自分は確実に音楽と答える
のですが、この返答に対して反応は
色々だなぁという事を最近思いました。
一口に音楽といっても楽器演奏であっ
たり、音楽鑑賞、はたまた楽器やLPや
CDをコレクションするなど多種多様で
あります。大体の確率で『音楽』と答え
ると「何か楽器をやっているのです
か？」という質問をされてそこから話題
が広がっていく、というのが大体ですが
…。最近この話題を振られて、どんな音
楽を聴くのですか？という質問をされ
て、「ジャズかなぁ、昔はジャズで食って
こうなんて思っていて…。ところで、君
はどんな音楽を聴くのだい？」と質問し
返したところ『自分は山口百恵にハ
マってるんすよー』なんて返信が来て
しまいまして。そんな話をしていた相手
というのが、職場の弱冠１９歳の若者だ
からたまげたもんで（笑）「ええ。いやさ、
君年齢詐称してないよね？（笑）何故山

口百恵を聴いているのだい？」と返信し
返したところ、『何というか、髪型とか好
きなんですよねぇ。』と返ってきたから、
あぁそういうことか、最近の若者たちは
YouTubeで音楽聴いたりしてるから
聴覚だけじゃなくて視覚的にアーティ
ストを捉えているのだなぁという事を考
えていたところ『ところで、山口百恵の
オススメの曲あったら教えてください
よ！』と言われたもんだから、まぁ何とも
いえない、世話ねぇなぁという気持ちに
なってしまいましたなぁ。（笑）
・と何やかんや言っていた私ですが、時
代の流れというものに流されているの
やら、何やらで以前もお話ししたかもし
れませんが、最近はiPhoneに音楽を
聞かせると、今流れている音楽が誰の
何という曲だ、という事を瞬時に（本当
に一瞬！）で調べてくれるアプリケー
ションが開発されていて、本当に便利
な世の中になったもんだなぁとその時
代の先駆的な技術を貪るように享受し
ているわけなのですが。いや待てよ、一
昔前だったら自分はどのように街中で
流れている音楽を調べていたのだっ

け、という事を思い出していたわけで
す。（足りない頭で（笑））そしてとうとう
思い出したのですが、調べる術なんて
なかったのです！（いや、ここでこの話は
終わりませんよー（笑））調べるというか
何となく頭の片隅にずーーっと残って
いたんですよ、聴いた音楽が。いやぁあ
の曲のこの部分が良かったなぁとか、こ
んなコード進行ってめちゃくちゃオシャ
レorこの曲のコード進行はあの曲っぽ
いなぁとか。それで、中古CDショップな
んかで視聴しているとあっ、この曲は！
という奇跡的な出会いが突然と平静を
装った形で訪れるのです、もちろんこ
こまでたどり着くには幾多の出会いが
あるのですけれども。ということはで
す、昔に比べて脳の記憶領域というの
がだんだんと減ってきているのではな
いか、音楽を見つける（僕たちの界隈
では『掘る』とも言ったりします）時間が
十分ではないのではないか、という事
を考えました。確かに効率的に自分の
好きなものを探す事が可能になってい
ろんなところに時間を避けるようになっ
てきた、ということでありますが、でも
やっぱり回り道して探すのがいろんな
出会いがあっていいんだよなぁという
事を秋の夜長に考えている今日この頃
です。 

テナーサックス ＨＯＴ＆ＣＯＯＬ

ベースはカントリー・ロックのロギンス＆メッシーナ

Heavy Weather/by Weather Report

　音楽に限らず、スポーツでも何でも
よいのだけれど、皆さんには、「あれれ
～、今日の俺、どうしちゃったんだろう？
なんでこんなに上手くできるのかな？」
なんて経験はありますか？残念ながら
私はありません。楽器はやっていない
のですが、スポーツはボルダリングを
数年やっていて、最近は絵画教室に
通い始めたのですが、どちらも、上手く
行って「実力通り」。殆どの場合は「今、
一歩」ってところで、絵画なんて、左手
で描いた方がマシなんじゃないか、と
思うくらいです。この雑誌にかかわっ
ている皆さんは楽器を演奏する方が
多いですよね。皆さんどうですか？「今
日の私、凄い！音楽の神様が舞い降り
た！」なんて事はあるのでしょうか？とて
も興味深いです。
　さて、今回ご紹介するピアニストは
実際にそんな経験をしたのではない
かな？そしてその瞬間を我々は耳にし
ているのかもしれません。その演奏と
は1961年3月録音のアルバム、ウォ
ルター・ビショップ・ジュニアの
「SPEAK LOW」（写真①）。ピアノトリ
オ好きにはお馴染みの1枚ですよね。
彼の経歴を調べてみたら素晴らしい！
1940年代にはアート・ブレイキーや

スタン・ゲッツと共演。50年代前半に
はマイルス・デイヴィスグループに在
籍、また、ソニー・ロリンズ、チャー
リー・パーカーなどとも共演している
ようです。凄いですね。ただ、その割に
は人気が出ることもなく、麻薬がらみ
で捕まったりして、結局このアルバム
が初めてのリーダー作になります。そ
んな彼ですが、この初リーダー作で弾
けてしまったようで、素晴らしい演奏
です。このまま順調に録音を重ねるか
と思ったら、そうは行かなかった。人生
は難しいですね。まっ、とにかく聴いて
いきましょう。
　彼のピアノは華麗でスムーズと言う
より、ゴツゴツしていて武骨でいなが
ら、歌心があるって感じですかね。共演
者は、ベースはその後、ジョン・コルト
レーンのグループに加入するジミー・
ギャリソン。何しろ強靭なベースです。
ミキシングの段階で、ベースのボ
リュームを上げているのかな？ベース
ラインがハッキリ聴こえて、嬉しくなり
ます。ドラムはG.T.ホーガン。ブラシ
ワークが得意なようですね。全6曲、ど
れも良いのですが、私のお気に入り
は、まず3曲目”Green Dolphin 
Street”。ゆったりとしたピアノソロか
ら始まって、ベース、ドラムと続き、
徐々にスイングしていきます。アドリブ
が結構長いので、じっくり聴くことがで
きるのですが、彼の良さは人間味が溢
れている所ではないでしょうか？頭の
中にイメージは一杯あるのに、指が付
いていかないようなぎこちなさや、つ
いつい隣の鍵盤も一緒に弾いてし
まったようなミストーン的な音が溢れ
ていて、思わずにんまりしてしまいま
す。その塩梅が絶妙で、聴けば聴くほ

ど味が出てくる。飽きることがない不
思議な魅力です。次は5 曲目”
Milestones”。ドラムの軽快なブラシ
が、まるで自分のお尻をはたかれてい
るようで、じっとしていられません
（笑）。そこにかぶさるようなジミー・
ギャリソンのウォーキングベースが
カッコ良い！曲の最後までベースライ
ンだけ聴いていても飽きない。緊張感
とスピード感があるナンバーです。そ
して最後は表題曲“Speak Low”。こ
の曲、題名が素敵ですよね。「小声で
話して」とでも訳すのかな？ちなみに
今年の6月号でご紹介したのですが、
このマガジンのコラムも始められまし
た 星 乃 け い さ ん の ア ル バ ム
「NEARNESS OF YOU」にも収録
されていて、ニュアンスの美しいとて
も素晴らしい演奏です。さてこちらは、
ラテンリズムに乗せてテーマから始ま
り、歌心に溢れたアドリブへと続きま
す。途中ユーモラスなフレーズも交え
ながら、軽快で楽しい演奏です。「小声
で話して」って雰囲気ではないですけ
どね。
　さて、今回ご紹介しきれなかったの
ですが、同じ時期にジャッキー・マク
リーンの2枚のアルバムに参加してい
ます。そのうちの1枚「CAPUCHIN 
SWING」（写真②）の3曲目“Don’t 
Blame Me”はジャーキー抜きのピア
ノトリオの演奏なんですよ。ジャッキー
の粋なはからいなのでしょうか？これ
も心温まる素晴らしい演奏です。
　では、秋の夜長、極上のピアノトリオ
を楽しんでください。

▲①Loggins & 
Messina/Loggins &
Messina

▲②8 concert etude/
N.Kapustin

▲③CheekII/
Ann Lewis

▲④Library/
Taeko Onuki

▲⑤Blame It On The
Bossa Nova/
Eydie Gorm

▲①Out Of The 
Forrest/Jimmy Forrest

▲②Exodus To Jazz/
Eddie Harris

▲③Just In Time/
The Singers Unlimited

▲④The Wildest Show 
At Tahoe/Louis Prima

▲⑤Town Hall 
Concert/
Louis Armstrong

「小声で話して」
優秀なサイドマンが残した1枚だけの大名盤！

過小評価

クインシー・ジョーズの世界（フュージョン編その１）
10月の「Jazz Date」でクインシー・ジョーンズの世界（スタンダード編）特集
を行いましたが、その続編です。 アルバム「ウオーキング・イン・スペース」以降
の曲を２回に分け、ピックアップして聴いていきます。

北欧を愛したモダンジャズ・ジャイアンツ
1950年チャーリー・パーカーの北欧来訪以後、
多くのアメリカ人ジャズ・ミュージシャンがデンマークやスウェーデンで
音楽活動をするようになり、移住したミュージシャンも少なくありません。
この北欧2ヶ国にまつわる名演を聴いてみましょう！

Addicted to Guitar-18　Course 永瀬 晋

アドリブネタ(ブルース)その2

▲①SPEAK LOW/
WALTER BISHOP JR. TRIO

▲▲②CAPUCHIN' SWING/
JACKIE McLEAN

https://mottonclub.com/ 

地域の、全国のミュージシャンそして
音楽活動に関わるあらゆる人をネットワークしたい。
演奏の場を創り、楽曲の発信を
積極的に活動していくことが目的。
元住吉から発信して行きます。登録メンバー募集中！！

　天候不順続きですが皆様元気でお
揃い下さってスタートしました。
前半のＤＪタイムは筆者が担当でし
た。今回はテナーサックスの特集で、
熱くブロウするホットな奏者とスマー
トでクールなプレイの奏者を交互に聴
いて頂きました。演奏スタイルをザッ
クリと分けると、コールマン・ホーキン
ス系とレスター・ヤング系になるので
しょうか。しかし、フレーズはレスター
で音色は太いホーキンス的という奏
者もいるので面白いものです。ホット
はサム・バテラ、ジーン・アモンズ、ジ
ミー・フォレスト（写真①）、チャーリー・
ベンチュラで、一方クールはボビー・
ジャスパー、ポール・クィニシェット、
ジョー・ホリディ、エディ・ハリス（写真
②）と通常あまり語られることの少な
い渋い人たちをセレクトしました。（今
回はレニー・トリスターノのクール派は

除きました）どの奏者に登場してもら
おうか・・と考えるのもまた楽しいもの
です。同楽器の渋い奏者の演奏が続
きましたが、参加者の皆様には熱心に
聴いて頂き、大変感謝しております。
参加者の皆様による後半の持ち寄り
タイムではビル・エヴァンスによる質
の高いプレイや小児マヒで指が不自
由ながらも独学でジャズピアノをマス
ターしたといわれるカール・パーキン
スのピアノトリオ、プレスティッジ・レ
コードにおける初期のソニー・ロリン
ズのワンホーン・カルテットで“オン・
ア・スローボート・トゥ・チャイナ”やブ
ルーノートレコードのジョン・コルト
レーンの大名盤「Blue Train」、クイ
ンシー・ジョーンズの‘５０年代の代表
作「This Is How I Feel About 
Jazz」から“ウォーキン”、サックスの
ロザリオ・ジュリアーニのアコーディオ

ンとサックスによる斬新なアレンジの
演奏はイタリア映画音楽集から‘５４
年作の映画「道(La Strada)」の主題
歌で知られている“ジェルソミーナ”、
シンガーズ・アンリミテッドによるド
リーミーなコーラスワークの “ジャス
ト・イン・タイム”（写真③）、コミカルな
歌とトランぺットでジャンプなノリのル
イ・プリマ（写真④）、そしてジャズの巨
匠ルイ・アームストロングの第二期黄
金時代の切っ掛けとなったといわれる
貴重なアルバム「The Complete 
Town Hall Concert 1947」(写真
⑤）等々毎回様々なジャズのスタイル
を聴くことが出来て、リラックスした中
にも勉強になることが多いです。ジャ
ズファンとの交流も楽しいですよ。ご
興味のある方はお気軽に参加してみ
てください。
　　　　　　　 （M.OＨKOSHI 記）


